
誰もが自分らしく、いきいきと暮らせるまちをめざして、ワーカーズ・コレクティブは趣旨に賛同した人たち
が協力して、事業や活動をつくり出しています。今回は、江別市の3つのワーカーズの子育て家庭支援、
子ども支援事業を紹介します。

　三者で活動するにあたり、各団体に共通するひ
とつの目標があった方が、より具体的に理解でき
てわかりやすいのではと考え、「子どもの権利条例制定をめざす」ことを大きな目
標にしました。そして、この活動が広がるよう、生活クラブ組合員や各団体のメン
バーだけではなく、広く市民に向けて連続講座を開催しています。これまで、「障
がいのある子もない子も一緒に地域で育つこと」「学校に行かない ( 行けない )と
いうこと」「あらゆる暴力から子どもを守る～CAP」などをテーマにしました。講師

　ワーカーズ・コレクティブは、地域課題を解決するために、サービスやものを創
り出します。また単独で解決できないことは、地域の中で連携して解決を図ります。

※１：山梨学院大学教授、国連 NGO・NPO 法人 子どもの権利条約総合研究所代表
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々木一さんをお招きしたときは、子どもの権利について専門
的に学ぶことができました。

そして協同組合を基本理念とし、江別市においては生活クラブ江別支部の組合員
と市民ネットワーク江別の会員とともに、地域づくりの活動を行っています。この
三者のネットワークは、食の安心安全・環境や教育、地域福祉への考え方が共通
です。自主参加・民主的運営で活動をすすめ、誰もが安心して暮らし続ける地域
づくりをめざしています。
　この中から新しい放課後児童クラブのワーカーズが誕生し、子育てしやすいまち
づくりを充実させています。今後も様々な課題に応じた活動や解決策の提案を行っ
ていきます。

連続講座の様子


